
軽自動車の登録・変更・廃車について 
　軽自動車をお持ちのかたで、新たに相続、売買、譲渡、廃車
または転出（住所変更）された場合は、所定の手続きが必要で
す。車種別に届出先が違いますので、ご注意ください。詳細は
下記のとおりです。 
　なお、所定の手続きをされない場合は、引き続き勝山市で軽
自動車税が課税されます。 

税務課（188‐8101） 

車　　　　種 届　　　出　　　先 

原動機付自転車 
（125cc以下） 
農耕車 
（トラクター、コンバインなど） 
小型特殊車 
（フォークリフトなど） 

勝山市役所市民課（188-8102） 
※転出された場合は、転出先の市町 
　村役場 
廃車時に持参するものs 
　ナンバープレート、印鑑 

軽二輪車 
（125cc超～250cc未満） 
二輪の小型自動 
（250cc以上） 

中部運輸局福井運輸支局 
（福井市西谷1丁目1402） 
（1050-5540-2057） 
※転出された場合は、転出先の運輸 
　支局 

軽四輪自動車 
（軽四輪貨物・軽四輪乗用） 

福井県軽自動車検査協会 
（福井市浅水町138字11-3） 
（10776-38-1509） 
※転出された場合は、転出先の軽自 
　動車検査協会 

結
婚
相
談
室（
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）
 

　
勝
山
市
結
婚
相
談
室
で
は
、
毎
週
木
曜
日

に
結
婚
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

相
談
日
▼
第
1
・
3
木
曜
日
 

 
 
 
 
　
午
後
1
時
〜
3
時
３０
分
 

 
 
 
 
第
2
・
4
木
曜
日
 

 
 
 
 
　
午
後
6
時
〜
8
時
３０
分
 

と
こ
ろ
▼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」

　
　
　
　
第
2
相
談
室
 

（
④
番
入
口
、
入
っ
て
右
） 

　
ま
た
、
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
、
ラ
ン
プ
シ
ェ

ー
ド
作
り
体
験
、
ピ
ザ
作
り
な
ど
、
年
2

回
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
１７
ペ
ー
ジ
参
照
） 

　
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
ご
結
婚
さ
れ

た
カ
ッ
プ
ル
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

相談員の声 
　ご結婚が決まった
かたからの「ありが
とう」の一言が、と
てもうれしかったで
す。 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は 

　
勝
山
市
結
婚
相
談
室
で
す

　
勝
山
市
結
婚
相
談
室
で
す 

こ
ん
に
ち
は 

　
勝
山
市
結
婚
相
談
室
で
す 

未来創造課（188‐1115） 

と　きs7月23日（水） 
　　　　午後7時 
ところs教育会館 
　　　　3階第１研修室 

「デビットの 
　さよならスピーチ＆ 
　　　交流会」開催の 
　　　　　　 お知らせ 

　
　
福
井
社
会
保
険
事
務
所
 

　
（
1
0
7
7
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‐
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‐
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5
1
6
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市
民
課
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）
 

国
民
健
康
保
険
税
の 

  

納
付
方
法
が 

    

一
部
変
わ
り
ま
す 

現
役
加
入
者
の
か
た
に
も
 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
 

 
 
 
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
 

国
民
年
金
保
険
料
を
 

 
納
め
る
こ
と
が
 

 
 
 
 
難
し
い
か
た
へ
 

厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁
 

10月から 
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‐
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1
）
 

政府決定（6月12日）に基づく 
長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の 
保険料支払い方法の変更について 

　長寿医療制度の保険料について、本年4月から特別徴収（年金

からあらかじめ差し引かれる、いわゆる天引き）されているかた、

または、本年10月から特別徴収される予定のかたのうち、以下

のいずれかの要件を満たす場合は、市民課の窓口へ申し出ていた

だくことによって、保険料を口座振替にて支払うことが可能とな

ります。 

　市民課の窓口にお申し出いただいた後、速やかに10月分の年

金からの特別徴収を中止する手続きを行います。ただし、8月

15日（金）を過ぎてお申し出いただいた場合は、手続きの関係上、

12月分以降の年金から中止することになります。ご了承ください。 

【要件】 

①国民健康保険税を確実に納付しているかた（本人）が、口

座振替により納付する場合 

②世帯主、または、配偶者がいるかた（年金収入が180万

円未満のかた）で、その口座振替により納付する場合 

市民課（188‐8102） 

勝
山
市
国
際
交
流
員
　
デ
ビ
ッ
ト
・
テ
ィ
ア
ニ
ー

残
念
な
が
ら
7
月
末
で
こ
の
美
し
い
勝
山
を

離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。勝
山
で
3
年
間
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
友
達
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
英
語
で"T

im
e
flie
s
w
h
e
n

I ,m
h
a
vin
g
fu
n
."

（
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
る
）
と
言
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

勝
山
で
の
3
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

最
後
に
勝
山
で
経
験
し
た
自
然
の
ミ
ラ
ク
ル
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
年
の
１０
月
の
あ
る
週
末
の
こ
と
で
し
た
。

勝
山
を
囲
む
山
の
上
の
ほ
う
で
は
紅
葉
が
始
ま

っ
て
お
り
、
友
達
と
紅
葉
の
写
真
を
撮
り
に
行

こ
う
と
約
束
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

日
は
あ
い
に
く
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
天

気
で
し
た
。
や
む
を
得
ず
予
定
を
少
し
変
え
、

法
恩
寺
線
沿
い
の
滝
巡
り
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
外
の
ど
ん
よ
り
し
た
天
気
を
吹
き
飛
ば

す
か
の
よ
う
に
、
車
の
中
は
明
る
い
音
楽
を
か

け
出
発
。
法
恩
寺
山
有
料
道
路
を
通
り
抜
け
、

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
の
ゲ
レ
ン
デ
を
ジ
グ
ザ
グ
に
通

る
山
道
も
ど
ん
ど
ん
上
っ
て
行
き
ま
し
た
。
山

の
上
の
方
は
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

雲
か
霧
が
濃
く
、
遠
く
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
弁
ヶ
滝
を
見
終
わ
っ
て
、
御
堂
之
瀧

に
向
か
っ
て
い
る
道
中
の
こ
と
で
し
た
。
急
に

あ
た
り
が
真
っ
白
に
な
り
、
前
が
全
く
見
え
な

く
な
り
ま
し
た
。
深
い
雲
に
包
ま
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
危
険
な
の
で
、
車
を
止
め
て
外
に

出
て
不
思
議
な
光
景
を
楽
し
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ

の
時
で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
雲
が
晴
れ
て

き
て
、
太
陽
の
光
も
差
し
込
み
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
周
り
の
景
色
が
徐
々
に
現
れ
始
め
ま
し

た
。
す
る
と
私
た
ち
の
目
の
前
に
は
カ
ラ
フ
ル

に
燃
え
立
つ
紅
葉
の
景
色
が
現
れ
ま
し
た
。
た

っ
た
3
分
程
で
真
っ
白
の
世
界
か
ら
美
し
い
紅

葉
の
世
界
に
様
変
わ
り
、
そ
れ
は
神
様
が
私
た

ち
だ
け
の
た
め
に
幕
を
上
げ
た
秋
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
ー
シ
ョ
ー
の
よ
う
で
し
た
。
自
然
の
動
き

に
そ
こ
ま
で
感
動
し
た
の
は
人
生
で
初
め
て
で

し
た
。
勝
山
の
自
然
は
本
当
に
美
し
い
で
す
。

こ
の
美
し
い
勝
山
の
自
然
と
文
化
を
い
つ
ま

で
も
愛
し
、
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
3
年
間

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
イ
・
ラ
ブ
・
勝
山
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○
緑
色
の
封
筒
で
お
届
け

6
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
間
に
、
全
て
の
現

役
加
入
者
の
か
た
へ
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

・
自
営
業
者
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど
の
か

た
に
は
、
直
接
ご
本
人
の
住
所
へ

・
会
社
勤
め
の
か
た
に
は
、
お
勤
め
の
会
社

を
通
じ
て
（
会
社
の
協
力
を
得
ら
れ
た
場

合
）、
ま
た
は
直
接
ご
本
人
の
住
所
へ

○
年
金
記
録
の
確
認
を

・
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が

な
い
か
十
分
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い

・
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
っ
た
場
合

も
、
な
か
っ
た
場
合
も
、
必
ず
ご
回
答
く

だ
さ
い

社
会
保
険
相
談
日

と
　
き
▼
7
月
１７
日
（
木
）、

8
月
２１
日
（
木
）、
２７
日
（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
商
工
会
議
所

相
談
員
▼
社
会
保
険
事
務
所
職
員

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
相
談
日

と
　
き
▼
7
月
２３
日
（
水
）、

8
月
6
日
（
水
）、
１８
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
▼
市
民
課
横
相
談
室
　

相
談
員
▼
社
会
保
険
労
務
士

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
け
取
ら
れ
た
と
し
て
も
、
年
金
額
は
少
額

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
申
請
免
除
制
度

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
「
所
得
基
準
」
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
、
ま
た
は
、
一
部
納

付
に
な
る
制
度
で
す
。

②
若
年
者
納
付
特
例
制
度

３０
歳
未
満
の
か
た
で
、
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
「
所
得
基
準
」
以
下
の
場
合
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で

す
。

③
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
、
ま
た
は
、

前
年
度
に
お
い
て
、
退
職
（
失
業
）
の
事
実

が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職
さ
れ
た
場
合
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
▼
印
鑑
、
離
職
票
の
写
し
（
失

業
し
た
場
合
）

申
請
場
所
▼
市
民
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
　

健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
下
記
の

要
件
全
て
に
該
当
す
る
か
た
は
、
国
保
税
を

１０
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
２０
年
度
に
限
り
、
7
月

（
第
１
期
）
と
9
月
（
第
2
期
）
は
普
通
徴

収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
）

と
な
り
ま
す
。

年
金
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
要
件

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る

②
世
帯
内
の
被
保
険
者
が
全
員
６５
歳
か
ら
７４

歳
で
あ
る

③
世
帯
主
の
年
金
が
年
額
１８
万
円
以
上
で
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の

合
計
額
が
、
年
金
額
の
2
分
の
１
以
下
で

あ
る

※
な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
申

請
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
で
は
な
く
、
口
座

振
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す


